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中西悟堂「西多摩郡鳥勢一班」
ご ど う

中西悟堂氏は、石川県金沢市で明治 28(1895)年に生まれました。

仏教者・文学者として活動するだけでなく、鳥や虫など自然に関

する多くの本を出版し、昭和９(1934)年には「日本野鳥の会」を

創設するなど、自然保護に尽力しました。昭和 19(1944)年に西多

摩郡福生町（現・福生市）に移り住んだ後、一時山形県に疎開し

ますが、終戦直後の昭和 20(1945)年には西多摩郡東秋留村（現・

あきる野市）に再び住まいを定めました。この頃、中西氏は西多

摩地域の山地を歩き尽くしたといわれています（中西悟堂協会 HP

より）。

「西多摩郡鳥勢一班」は、中西氏の西多摩地域での鳥類研究の

成果として、昭和 27(1952)年に西多摩郷土研究の会から発行され

ました。内容は、昭和 21(1946)年１月より昭和 27(1952)年６月までに中西氏による観察

記録と、西多摩郡内各地の観察者からの情報を集成したものです。調査範囲は西多摩郡

の全域におよび、東京都最高峰の雲取山までも含まれています。

「西多摩郡鳥勢一班」には、現在の分類体系に直すと 35 科 149 種類もの鳥類が記録さ

れています。このうち、青梅市域の記録だけでも 37 科 102 種類でした（付表）。これら

の鳥類には現在でも普通に見られるものもいますが、個体数が減少し、東京都の絶滅危

惧種に指定されているものが約半分に及んでいます。

このように中西氏は、西多摩地域での鳥類研究に取り組むとともに、日本野鳥の会の支

部として昭和 22(1947)年に秋川支部を創設するなど、地域の鳥類保護や普及啓発にも尽

力しました。中西氏は昭和 59(1984)年に 89 歳で死去されましたが、日本野鳥の会秋川支

部は、昭和 28(1953)年に発展的解消して日本野鳥の会奥多摩支部となり、現在も鳥類保

護や普及啓発のため様々な探鳥会（野鳥観察イベント）や調査活動を行っています。
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付表 「西多摩郡鳥勢一班」に記された青梅市域での鳥類記録
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ｷｼﾞ科 ﾔﾏﾄﾞﾘ ◎ ◎ 留 VU ｴﾅｶﾞ科 ｴﾅｶﾞ ◎ ◎ 漂
ｷｼﾞ科 ｷｼﾞ ◎ ◎ 留 NT ﾑｼｸｲ科 ﾒﾎﾞｿﾑｼｸｲ *4 ○ 夏 VU
ﾊﾄ科 ｷｼﾞﾊﾞﾄ ◎ ◎ 漂 ﾑｼｸｲ科 ｾﾝﾀﾞｲﾑｼｸｲ ◎ ◎ 夏 VU
ﾊﾄ科 ｱｵﾊﾞﾄ ○ ○ 漂 ﾒｼﾞﾛ科 ﾒｼﾞﾛ ◎ ◎ 漂
ｻｷﾞ科 ﾐｿﾞｺﾞｲ ◎ 夏 EN ｺﾞｼﾞｭｳｶﾗ科 ｺﾞｼﾞｭｳｶﾗ ◎ 留 NT
ｶｯｺｳ科 ｼﾞｭｳｲﾁ ○ ○ 夏 NT ﾐｿｻｻﾞｲ科 ﾐｿｻｻﾞｲ ◎ ◎ 漂
ｶｯｺｳ科 ﾎﾄﾄｷﾞｽ ○ 夏 NT ﾑｸﾄﾞﾘ科 ﾑｸﾄﾞﾘ ◎ ◎ 漂
ｶｯｺｳ科 ﾂﾂﾄﾞﾘ ◎ ◎ 夏 NT ｶﾜｶﾞﾗｽ科 ｶﾜｶﾞﾗｽ ◎ ◎ 留 NT
ｶｯｺｳ科 ｶｯｺｳ ○ 夏 VU ﾋﾀｷ科 ﾄﾗﾂｸﾞﾐ ◎ ◎ 漂 NT
ﾖﾀｶ科 ﾖﾀｶ ◎ ◎ 夏 VU ﾋﾀｷ科 ｸﾛﾂｸﾞﾐ ◎ ◎ 夏 NT
ｱﾏﾂﾊﾞﾒ科 ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ○ ○ 夏 DD ﾋﾀｷ科 ﾏﾐﾁｬｼﾞﾅｲ ○ ○ 冬
ﾁﾄﾞﾘ科 ｲｶﾙﾁﾄﾞﾘ ◎ 留 NT ﾋﾀｷ科 ｼﾛﾊﾗ ○ ○ 冬
ﾁﾄﾞﾘ科 ｺﾁﾄﾞﾘ ◎ 留 NT ﾋﾀｷ科 ｱｶﾊﾗ ○ ○ 漂
ｼｷﾞ科 ﾔﾏｼｷﾞ ◎ 漂 VU ﾋﾀｷ科 ﾊﾁｼﾞｮｳﾂｸﾞﾐ ○ ○ 冬
ﾀﾏｼｷﾞ科 ﾀﾏｼｷﾞ ○ 漂 CR ﾋﾀｷ科 ﾂｸﾞﾐ ○ ○ 冬
ﾀｶ科 ﾄﾋﾞ ○ ◎ 留 ﾋﾀｷ科 ｺﾏﾄﾞﾘ ○ 夏 VU
ﾀｶ科 ﾂﾐ ○ 冬 NT ﾋﾀｷ科 ｺﾙﾘ ◎ ◎ 夏 EN
ﾀｶ科 ﾊｲﾀｶ ◎ ◎ 留 VU ﾋﾀｷ科 ﾙﾘﾋﾞﾀｷ ○ ○ 漂
ﾀｶ科 ｵｵﾀｶ ◎ ◎ 留 VU ﾋﾀｷ科 ｼﾞｮｳﾋﾞﾀｷ ○ ○ 冬
ﾀｶ科 ｻｼﾊﾞ ◎ 夏 CR ﾋﾀｷ科 ｺｻﾒﾋﾞﾀｷ ◎ ◎ 夏 VU
ﾀｶ科 ﾉｽﾘ ◎ 留 NT ﾋﾀｷ科 ｷﾋﾞﾀｷ ◎ ◎ 夏
ﾌｸﾛｳ科 ｵｵｺﾉﾊｽﾞｸ ◎ ◎ 留 EN ﾋﾀｷ科 ｵｵﾙﾘ ◎ ◎ 夏 NT
ﾌｸﾛｳ科 ｺﾉﾊｽﾞｸ ◎ ◎ 夏 EN ｲﾜﾋﾊﾞﾘ科 ｶﾔｸｸﾞﾘ ○ 漂 NT
ﾌｸﾛｳ科 ｷｭｳｼｭｳﾌｸﾛｳ ◎ ◎ 留 VU ｽｽﾞﾒ科 ﾆｭｳﾅｲｽｽﾞﾒ ○ 旅･冬
ﾌｸﾛｳ科 ｱｵﾊﾞｽﾞｸ ◎ ◎ 夏 VU ｽｽﾞﾒ科 ｽｽﾞﾒ ◎ ◎ 留
ﾌｸﾛｳ科 ﾄﾗﾌｽﾞｸ ○ 留 VU ｾｷﾚｲ科 ｷｾｷﾚｲ ◎ ◎ 漂
ｶﾜｾﾐ科 ｱｶｼｮｳﾋﾞﾝ ◎ 留 CR ｾｷﾚｲ科 ｾｸﾞﾛｾｷﾚｲ ◎ ◎ 留
ｶﾜｾﾐ科 ｶﾜｾﾐ ○ 留 NT ｾｷﾚｲ科 ﾋﾞﾝｽﾞｲ ○ ○ 漂
ｶﾜｾﾐ科 ﾔﾏｾﾐ ◎ 留 EN ｾｷﾚｲ科 ﾀﾋﾊﾞﾘ ○ 冬
ﾌﾞｯﾎﾟｳｿｳ科 ﾌﾞｯﾎﾟｳｿｳ ◎ ◎ 夏 CR ｱﾄﾘ科 ｱﾄﾘ ○ ○ 冬
ｷﾂﾂｷ科 ｺｹﾞﾗ ◎ ◎ 留 ｱﾄﾘ科 ｺｶﾜﾗﾋﾜ ◎ ◎ 留
ｷﾂﾂｷ科 ｱｶｹﾞﾗ ◎ ◎ 留 ｱﾄﾘ科 ｵｵｶﾜﾗﾋﾜ ○ 冬
ｷﾂﾂｷ科 ｱｵｹﾞﾗ ◎ ◎ 留 ｱﾄﾘ科 ﾏﾋﾜ ○ ○ 冬
ｻﾝｼｮｳｸｲ科 ｻﾝｼｮｳｸｲ ◎ ◎ 夏 CR ｱﾄﾘ科 ﾍﾞﾆﾋﾜ ○ 冬
ｶｻｻｷﾞﾋﾀｷ科 ｻﾝｺｳﾁｮｳ ◎ ◎ 夏 VU ｱﾄﾘ科 ﾍﾞﾆﾏｼｺ ○ ○ 冬 NT
ﾓｽﾞ科 ﾁｺﾞﾓｽﾞ ◎ ◎ 夏 CR ｱﾄﾘ科 ｵｵﾏｼｺ ○ ○ 冬 DD
ﾓｽﾞ科 ﾓｽﾞ ◎ ◎ 漂 NT ｱﾄﾘ科 ｲｽｶ ○ 冬 DD
ﾓｽﾞ科 ｱｶﾓｽﾞ ◎ 夏 CR ｱﾄﾘ科 ｳｿ ○ 漂 VU
ｶﾗｽ科 ｶｹｽ ◎ 漂 ｱﾄﾘ科 ｼﾒ ○ ○ 冬
ｶﾗｽ科 ｵﾅｶﾞ ◎ 漂 NT ｱﾄﾘ科 ｲｶﾙ ◎ 留･冬
ｶﾗｽ科 ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ ◎ ◎ 留 ﾂﾒﾅｶﾞﾎｵｼﾞﾛ科 ﾕｷﾎｵｼﾞﾛ ○ 迷
ｶﾗｽ科 ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ ◎ ◎ 留 ﾎｵｼﾞﾛ科 ﾎｵｼﾞﾛ ○ ◎ 留 NT
ｷｸｲﾀﾀﾞｷ科 ｷｸｲﾀﾀﾞｷ ○ ○ 漂 VU ﾎｵｼﾞﾛ科 ﾎｵｱｶ ○ ○ 冬
ｼｼﾞｭｳｶﾗ科 ｺｶﾞﾗ ◎ 漂 ﾎｵｼﾞﾛ科 ｶｼﾗﾀﾞｶ ○ ○ 冬 NT
ｼｼﾞｭｳｶﾗ科 ﾔﾏｶﾞﾗ ◎ ◎ 留 ﾎｵｼﾞﾛ科 ﾐﾔﾏﾎｵｼﾞﾛ ○ ○ 冬
ｼｼﾞｭｳｶﾗ科 ﾋｶﾞﾗ ◎ ◎ 漂 ﾎｵｼﾞﾛ科 ﾉｼﾞｺ ○ 夏
ｼｼﾞｭｳｶﾗ科 ｼｼﾞｭｳｶﾗ ◎ ◎ 漂 ﾎｵｼﾞﾛ科 ｱｵｼﾞ ○ ○ 漂
ﾂﾊﾞﾒ科 ﾂﾊﾞﾒ ◎ ◎ 夏 ﾎｵｼﾞﾛ科 ｸﾛｼﾞ ○ ○ 冬 EN
ﾂﾊﾞﾒ科 ｲﾜﾂﾊﾞﾒ ◎ ◎ 夏 ﾎｵｼﾞﾛ科 ｺｼﾞｭﾘﾝ ○ 漂
ﾋﾖﾄﾞﾘ科 ﾋﾖﾄﾞﾘ ◎ ◎ 漂 ｷｼﾞ科(外来種) ｺｼﾞｭｹｲ ◎ ◎ 留
ｳｸﾞｲｽ科 ｳｸﾞｲｽ ◎ ◎ 漂 留意 37科 102種類 84 88
ｳｸﾞｲｽ科 ﾔﾌﾞｻﾒ ◎ ◎ 夏 NT うち繁殖 62種類 50 58

*3　東京都レッドデータブックに掲載された絶滅危惧種．

*4　 原文では「ﾒﾎﾞｿ」． ◎：繁殖鳥　○：目撃のみの鳥　

－ 54
種類

　　CR：絶滅危惧ＩＡ類，ＥＮ：絶滅危惧1B類，VU：絶滅危惧II類，NT：順絶滅危惧，DD：情報不足，留意：留意すべき種．

*2　本州を基準としての渡り類別．(夏：夏鳥，冬：冬鳥，留：留鳥，漂：漂鳥)

科名 種名 渡り
*2

絶滅
危惧
*3

*1　「多摩川」は「青梅 小河内」を，「御岳」は「御岳沢・養沢川上流」を含む．
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